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丸徳グループ各社従業員の皆様
毎日の業務、ご苦労様です。

今月の記載内容は・・・

・車両（愛車）のメンテナンス

・ハイドロプレーニング現象について

・愛知県警からのリーフレット

・危険予知トレーニング〔前回の解答例〕

・今月の危険予知トレーニング

2023年5月



雨が多く湿度が高くなる時期は、前方の視界の確保が絶対に必要になります。
また、濡れた路面を走行するので、タイヤの残溝の確認も重要になります。
梅雨の季節の点検・メンテナンスで『雨』と『湿度』対策を行いましょう！

①ワイパーの点検

ワイパーブレード・ゴムの点検を行いましょう。
下記の症状がある場合は交換を！

②タイヤの空気圧・残溝の点検

ガソリンスタンドで空気圧のチェック。
タイヤのスリップサインが出てたら交換を！

③エアコンフィルターの点検

フロントガラスの曇りが取れない、
エアコンの風が臭い等の症状がある場合は、
エアコンフィルターの交換を！

その他の点検・メンテナンス

★ウインドウォッシャーの液量チェック
➡少ない場合は補充を！

★ライト・方向指示器の汚れ・損傷チェック
➡清掃/交換を！
※手で触って緩みがないか確認



「ハイドロプレーニング現象」
～雨天の路面に潜む危険～

雨が降り路面に水がたまった状態である程度のスピードを出し走
り続けていると、タイヤの排水能力がオーバーしてしまい、
突然タイヤが路面を掴みきれなくなってクルマの
コントロールが効かなくなる現象の事をいいます。

◆路面状態とスピードの出し過ぎが要因になります。

◆現象が起こるとどうなる？ 対処方法は？

道路に水が溢れ、タイヤが排水できる
量を上回る水が溜まり、路面に水の膜
ができます。特にスピードを出して走
行する高速道路で発生しやすいと言わ
れています。

•濡れた路面、雨天時は速度を控えて走行する。

•タイヤの空気圧を規定値にする。

•タイヤの溝が十分にある状態で走行する。

タイヤが本来持つ性能を発揮できず、ステアリ
ングを操作しても、ブレーキを踏んでもクルマ
は一切コントロールを受け付けません。
対処法はまずは「何もしない事」です。
ハンドルを切ったり、ブレーキを踏んだりせず
にそのまま減速し、タイヤが道路に接地してコ
ントロール可能な状態となることを待つ必要が
あります。





毎号、危険予知トレーニングのイラストや写真を掲載します。
運転者として、又は同乗者として潜む危険を見つけて下さい。

前回解答例



回答例は次回の車両分科会だよりに掲載します。

毎号、危険予知トレーニングのイラストや写真を掲載します。
運転者として、又は同乗者として潜む危険を見つけて下さい。
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